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「食品添加物の不使用表示に関するガイドライン」の
啓発チラシ・ポスターが発表されました

　

先
月
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
消
費
者
庁
が
「
食

品
添
加
物
の
不
使
用
表
示
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
啓
発
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
を
同
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

上
で
発
表
し
て
い
ま
す
。合
わ
せ
て
「
1
0
類
型
イ
ラ

ス
ト
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
の
コ
ラ
ム

は
こ
れ
ら
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

啓
発
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
は
、
2
0
2
2
年
6
月

2
2
日
に
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。消
費
者
向
け
に
作
成

さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
な
表
示
例
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
食
品
を
製
造
す
る
方
に
と
っ
て
も
同

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
理
解
に
役
立
つ
と
言
え
る
と
思
い

ま
す
。た
だ
し
、
こ
の
啓
発
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
に
は「

片
面
」版
と「
両
面
」版
の
2
種
類
が
あ
り
、
使
用
さ
れ

て
い
る
イ
ラ
ス
ト
の
内
容
に
少
し
違
い
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
記
載
さ
れ
た
3
つ
の
例
よ
り
分
か
る
こ
と
を

整
理
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、「
1
0
類
型
イ
ラ
ス
ト
」の
資
料
に
も
具
体
例

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら

に
抜
粋
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
に
ぎ
り
の
例
で
は
、「
日
持
ち
向
上
効
果
が
期
待

さ
れ
る
グ
リ
シ
ン
が
使
用
さ
れ
て
い
る
」食
品
に
、「
保

存
料
無
添
加
」と
表
示
す
る
こ
と
は
、類
型
４（
同
一
機

能
・
類
似
機
能
を
持
つ
食
品
添
加
物
を
使
用
し
た
食

①
い
ち
ご
ジ
ュ
ー
ス
の
例

・
何
を
添
加
し
て
い
な
い
の
か
が
不
明
確
な
場
合
は
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

・
例
１
と
し
て
、
着
色
料
や
着
色
料
と
類
似
機
能
を
も

つ
原
材
料
・
添
加
物
を
使
用
し
て
い
な
い
場
合
は
、「

着
色
料
無
添
加
」等
と
表
示
で
き
る
。（
た
だ
し
、ク
ラ

ン
ベ
リ
ー
抽
出
エ
キ
ス
な
ど
は
「
着
色
料
と
類
似
機

能
を
も
つ
原
材
料
」に
該
当
す
る
）。

・
例
２
と
し
て
、『
ジ
ュ
ー
ス
の
赤
色
は
い
ち
ご
そ
の
も

の
の
色
で
す
』等
と
表
示
で
き
る
。

②
ド
ー
ナ
ツ
の
例

・
人
工
甘
味
料
不
使
用
の
表
示
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

抵
触
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

・
例
１
と
し
て
、
甘
味
料
や
甘
味
料
と
類
似
機
能
を
も

つ
原
材
料
・
添
加
物
を
使
用
し
て
い
な
い
場
合
は
、『

甘
味
料
不
使
用
』等
と
表
示
で
き
る
。（
た
だ
し
、カ
ン

ゾ
ウ
抽
出
物
な
ど
は
「
甘
味
料
と
類
似
機
能
を
も
つ

添
加
物
」に
該
当
す
る
）。

・
例
２
と
し
て
、『
ラ
カ
ン
カ
と
い
う
植
物
か
ら
抽
出
し

た
甘
み
を
使
っ
て
い
ま
す
』等
と
表
示
で
き
る
。

③
お
に
ぎ
り
の
例

・
酸
化
防
止
剤
を
使
用
し
た
食
品
に「
保
存
料
無
添
加
」

の
表
示
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
。

・
例
１
と
し
て
、
保
存
料
や
保
存
料
と
類
似
機
能
を
も

つ
原
材
料
・
添
加
物
を
使
用
し
て
い
な
い
場
合
は
、『

保
存
料
無
添
加
』等
と
表
示
で
き
る
。（
た
だ
し
、酸
化

防
止
剤
や
p
H
調
整
剤
な
ど
は
「
保
存
料
と
類
似
機

能
を
も
つ
添
加
物
」に
該
当
す
る
）。

・
例
２
と
し
て
、『
保
存
効
果
を
持
た
せ
る
た
め
、
酸
化

防
止
剤
を
使
用
し
て
い
ま
す
』等
と
表
示
で
き
る
。

　

な
お
、
こ
の
啓
発
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
内
で
は
、
例

１（
不
使
用
表
示
）と
例
２（
同
一
機
能
・
類
似
機
能
を

有
す
る
原
材
料
又
は
食
品
添
加
物
）
が
共
に
明
示
さ
れ

る
可
能
性
ま
で
は
言
及
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

品
へ
の
表
示
）
に
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
説
明
で
は『
日
持
ち
向
上
目
的
で
保
存
料

以
外
の
食
品
添
加
物
を
使
用
し
た
食
品
に
、「
保
存
料

不
使
用
」と
表
示
』の
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、具
体
的

な
例
と
し
て
グ
リ
シ
ン
に
つ
い
て
は
注
意
が
必
要
で

あ
る（
保
存
料
と
類
似
機
能
を
も
つ
添
加
物
に
該
当
す

る
）こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
白
だ
し
の
例
で
は
、「
ア
ミ
ノ
酸
が
主
成
分
で

あ
る
酵
母
エ
キ
ス
が
使
用
さ
れ
て
い
る
」食
品
に
、「
調

味
料
（
ア
ミ
ノ
酸
等
）
無
添
加
」
と
表
示
す
る
こ
と
は
、

類
型
５（
同
一
機
能
・
類
似
機
能
を
持
つ
原
材
料
を
使

用
し
た
食
品
へ
の
表
示
）に
該
当
す
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
説
明
で
は『
原
材
料
と
し
て
、

ア
ミ
ノ
酸
を
含
有
す
る
抽
出
物
を
使
用
し
た
食
品
に
、

添
加
物
と
し
て
の
調
味
料
を
使
用
し
て
い
な
い
旨
を

表
示
』の
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
例
と
し

て
酵
母
エ
キ
ス
に
つ
い
て
は
注
意
が
必
要
で
あ
る（
調

味
料
（
ア
ミ
ノ
酸
等
）
と
類
似
機
能
を
も
つ
添
加
物
に

該
当
す
る
）こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

参
照
：

「
食
品
添
加
物
の
不
使
用
表
示
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
啓
発
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
を
掲
載
し
ま
し
た
。

（
消
費
者
庁
）

https://w
w
w
.caa.go.jp/notice/entry/029241/

「
食
品
添
加
物
の
不
使
用
表
示
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」

https://w
w
w
.caa.go.jp/policies/policy/food_la

beling/food_labeling_act/assets/food_labelin
g_cm

s201_220330_25.pdf

　

啓
発
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー

や「
1
0
類
型
イ
ラ
ス
ト
」よ

り
、
添
加
物
不
使
用
に
関
す

る
表
示
を
し
よ
う
と
す
る
際

に
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は

「
何
が
無
添
加
な
の
か
、何
が

使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
明
確

に
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。今
後
の
表
示
の
見

直
し
に
向
け
、
左
記
の
参
照

U
R
L
よ
り
一
度
確
認
さ
れ

て
お
か
れ
る
と
よ
い
と
思
い

ま
す
。

（
川
合
）

● 

啓
発
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー(

片
面)

● 

啓
発
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー(

両
面)

https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/food_labeling_act/assets/food_labeling_cms201_220330_25.pdf
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　令和４年７月19日、国税庁より「酒税法及び酒類行政関係法令等解
釈通達の一部改正について（法令解釈通達）」の通達がありました。

　清酒の製法品質表示基準（平成元年国税庁告示第８号）は、酒類業
組合法（昭和28年法律第７号）の規定に基づき平成元年11月に制定
（平成２年４月適用）されています。平成元年当時、清酒について
は、酒造技術の発達や消費の多様化に伴い、吟醸酒、純米酒、本醸造
酒といった製法や品質の異なるさまざまなタイプの清酒が酒屋さんの
店頭で見られるようになりましたが、それらの表示には法的なルール
がなかったため、消費者からどのような品質のものかよく分からない
という声が高まっており、消費者の商品選択のよりどころとして制定
がされました。

　当該基準では、消費者利益の保護の観点から特定名称を表示するの
にふさわしい製法品質の確保と表示の適正化を図るため、特定名称表
示の要件を規定するほか、清酒全般における必要表示事項等が規定さ
れています。

　今回、国内外の消費者にとっての表示の分かりやすさや日本酒のブ
ランド価値向上等の観点より行われた改正の内容について、改正前の
表示基準の概要と共に確認したいと思います。（※赤字は必要な見直
しが実施される項目です。）

■ 表示基準の概要（改正前）

　※ 令和５年１月１日から適用。適用日前に移出等した清酒について、
必要な経過措置を設ける。

　以上、清酒の製法品質表示基準の概要及び改正内容について見てま
いりましたが、改正の背景としては国際規格や食品表示基準に沿った
内容にすることでの表示の分かりやすさ、製品特性に合わせた表示を
行う事でのブランド価値の向上等が考えられます。清酒を扱われてい
る方におきまして、一度改正内容について目を通されるとよいと思い
ます。今回の情報がお役に立ちましたら幸いです。

（早川）

参照：
「清酒の製法品質表示基準」の概要（※改正前の内容となっています）
https://www.nta.go.jp/taxes/sake/hyoji/seishu/gaiyo/02.htm
酒税法及び酒類行政関係法令等解釈通達の一部改正について（法令解
釈通達）
https://www.nta.go.jp/law/tsutatsu/kihon/sake/kaisei/220719/index.htm
清酒の製法品質表示基準を定める件の一部改正等について
https://www.nta.go.jp/about/council/sake-bunkakai/220119/pdf/002-
2.pdf

ミニコラム
「清酒の製法品質表示基準」の一部改正について

今月の「お気に入り」言葉

Homer Simpson（アメリカのアニメ『The Simpsons』より）

Here’s to alcohol: the cause of, 
and solution to, all of life’s problems.
酒は人生の問題の原因であり解決である。

特定名称の清酒とは、吟醸酒、純米酒、本醸造酒をいい、それぞれ
所定の要件に該当するものにその名称を表示することができます。
なお、特定名称は、原料、製造方法等の違いによって 8種類に分類
されます。
特定名称：吟醸酒、大吟醸酒、純米酒、純米吟醸酒、純米大吟醸酒、
特別純米酒、本醸造酒、特別本醸造酒

次に掲げる事項は、これを清酒の容器又は包装に表示してはいけま
せん。
(1) 清酒の製法、品質等が業界において「最高」、「第一」、「代表」等
最上級を意味する用語

(2) 官公庁御用達又はこれに類似する用語
(3) 特定名称酒以外の清酒について特定名称に類似する用語

製造時期表示の改正
・製造時期表示について、食品の国際規格であるコーデックス規格
や食品表示基準に沿って、必要記載事項から任意記載事項に変更。
・現行の製造時期表示の取扱い（原則として容器詰めした年月表示）
に代えて、商品特性に応じた日付表示（出荷等の時期）を可能と
する。
（注）具体的な日付表示は、日本酒造組合中央会において明確化。

受賞記述表示の改正
現行の受賞の記述表示の取扱い（公的機関から付与された賞に限り
受賞機関及び受賞年の表示可）を廃止し、公的機関以外の機関から
付与された賞の表示を可能とする。
食品表示基準に倣い、品評会等で受賞したものであるかのように誤
認させる用語及び官公庁が推奨しているかのように誤認させる用語
を表示の禁止事項に追加。

その他の改正（通達）
上記のほか、「生原酒」、「生貯蔵原酒」など原酒、生酒、生貯蔵酒、
樽酒の用語を複合して用いることを可能とする等、取扱通達におい
て関係規定の見直しを実施。

清酒には、次の事項を、原則として 8ポイントの活字以上の大き
さの日本文字で表示することになっています。
(1) 原材料名
(2) 製造時期
(3) 保存又は飲用上の注意事項
(4) 原産国名（輸入品の場合に記載します。）
(5) 外国産清酒を使用したものの表示
以上のほか、次の事項も必ず表示するよう清酒製造者に表示義務
が課されています。
製造者の氏名又は名称、製造場の所在地、内容量、清酒、アルコー
ル分

必要記載事項

表示禁止事項

■ 主な改正事項

任意記載事項

次に掲げる事項は、それぞれの要件に該当する場合に表示すること
ができます。
(1) 原料米の品種名
表示しようとする原料米の使用割合が 50%を超えている場合
に、使用割合と併せて、例えば、山田錦 100%と表示できます。

(2) 清酒の産地名
その清酒の全部がその産地で醸造されたものである場合に表示
できます。

(3) 貯蔵年数
1年以上貯蔵した清酒に、1年未満の端数を切り捨てた年数を表
示できます。

(4) 原酒
製成後、水を加えてアルコール分などを調整しない清酒に表示
できます。

(5) 生酒
製成後、一切加熱処理をしない清酒に表示できます。

(6) 生貯蔵酒
製成後、加熱処理をしないで貯蔵し、出荷の際に加熱処理した
清酒に表示できます。

(7) 生一本
ひとつの製造場だけで醸造した純米酒に表示できます。

(8) 樽酒
木製の樽で貯蔵し、木香のついた清酒に表示できます。

(9)「極上」、「優良」、「高級」等品質が優れている印象を与える用語
自社に同一の種別又は銘柄の清酒が複数ある場合に、品質が優
れているものに表示できます（使用原材料等から客観的に説明
できる場合に限ります。）。

(10) 受賞の記述
国、地方公共団体等公的機関から受賞した場合に、その清酒に表
示できます

上記以外の事項については、事実に基づき別途説明表示する場合に
限り表示しても差し支えないことになっています。
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